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始めに

＜Script 実行メニューへの登録＞
ツールバーのアイコン をクリックするか、リボンメニュー＜Option＞＜Script Execute＞をクリックしま

す。クリックすると Script 実行メニューが表示されます。実行メニューの登録したいボタン右「Browse」ボタンをク

リックし、実行する Script ファイルを選択すると、当該ボタンに登録されます。

既に実行メニューボタンに実行するScriptが表示されているボタンが存在する場合、登録する必要は有りませ

ん。

＜Script の実行＞
ツールバーのアイコン をクリックするか、リボンメニュー＜Option＞＜Script Execute＞をクリックし

て、Script 実行メニューを表示し、実行する Script ボタンをクリックします。

＜Script の終了＞
Script 実行メニューは、一旦表示すると Script の実行を終了しても表示されたままとなります。Script 実行メ

ニューを閉じる場合は実行メニュー右上の閉じるをクリックします。
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１． 収録ファイル一覧表作成

＜機能＞
フォルダを選択し、格納されている収録ファイル(.hdr/.dat)を一覧表として表示するＳｃｒｉｐｔです。一覧表は、2

ページ構成で 1 ページ目に概要、2 ページ目にファイル毎の収録チャネル構成を表示します。

＜表示内容：1 ページ目＞ 概要ページ ファイル毎に 1 行構成

1 列目 ファイル番号列： フォルダ内に格納されている生成年月日昇順に振られた番号

2 列目 ファイル名： 拡張子を除き表示

3 列目 生成年月日： ファイルの作成年月日

4 列目 生成時分秒： ファイルの生成時分秒

5 列目 収録 ch 数： ファイルに記録されているチャネル数

6 列目 サンプリング周波数： サンプリング周波数。周期で設定されていても周波数で表示。

7 列目 データ個数 チャネル当たりの収録データ数

8 列目 データ形式 記録データ形式 INTEGR/FLOAT/DOUBLE の何れか

9 列目 収録長 X 軸単位の属性により表示形式が異なります。

秒の場合は 00 日 00 時間 00 分 00.000 秒で表示

m の場合は 000k000.00m で表示

その他の場合は有効桁 6 桁指数形式で表示

10 列目 サンプル軸 X 軸の単位

11 列目 MARK 個数 データに付けられている MARK 個数

12 列目 収録開始年月日 ヘッダーファイルに記載されている収録開始年月日

13 列目 時分秒 ヘッダーファイルに記載されている収録開始時分秒

14 列目 X_OFFSET ヘッダーファイルに記載されている X_OFFSET 値

15 列目 収録停止年月日 X 軸単位が秒の時のみ表示

16 列目 時分秒 収録停止された時分秒。X 軸単位が秒の時のみ表示。

17 列目 コメント 1 ヘッダーファイルに記載されているコメント行１の内容

18 列目 コメント 2 ヘッダーファイルに記載されているコメント行 2 の内容

19 列目 コメント 3 ヘッダーファイルに記載されているコメント行 3 の内容
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＜表示内容：2 ページ目＞ ch 構成ページ ファイル毎に収録チャネル数分の行

1 列目 ファイル名 収録ファイル名

2 列目 チャネル番号 収録チャネル番号

3 列目 信号名 信号名、付けられていない場合は空欄。

4 列目 単位 単位、付けられていない場合は空欄。

5 列目 レンジ 測定レンジ、記載無い場合は空欄。

6 列目 フィルタ 収録時設定ロ－パスフィルタ、記載無い場合は空欄。

＜メニューボタン＞ 「収録ファイル List」

＜script ファイル名＞ 収録ファイル一覧作成.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

<操作方法>
Script が実行されると、フォルダ選択ダイヤログが表示されます。

ファイル一覧表を作成するフォルダを選択します。

フォルダ選択を終了すると、指定したフォルダ内に格納されている収録ファイル(.hdr/.dat)の一覧表を作成しま

す。尚、選択されたフォルダに含まれるファイルを表示中の場合は、エラーとなりますので、閉じてから再実行し

て下さい。

尚、表示されているファイル一覧表は自動格納されません。ファイル保存する場合は、表示されている結果シ

ート Window 上の「SHEET_SAVE」ボタンをクリックして下さい。
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２． 収録ファイル統計量表示

＜機能＞
フォルダに格納されている複数ファイルの基本統計量をチャネル毎に表示する Script です。

表示する演算項目は、平均値、最大値、最大値データ番号、最大値位置、最小値、最小値データ番号、

最小値位置、最大-最小値、実効値、標準偏差値、最大振幅値、最小二乗法傾斜値、最小二乗法オフ

セット値、最大周期、最小周期の 15 種類から選択出来ます。各演算表示項目は、それぞれ演算表示する

か否か設定出来ます。

＜表示内容＞
1. ファイル名 対象ファイル名は拡張子無しで表示します。

2. 年月日 対象ファイルの生成年月日をYYYY/MM/DDで表示します。尚、表示される年月日

はファイルの生成年月日の為、ヘッダーファイルに記載されている収録年月日と異なる

場合があります。

3. 時分秒 対象ファイルの生成時分秒をhh:mm:ss で表示します。年月日同様、収録時分秒と

異なる場合があります。

4. チャネル番号 収録ファイルに記述されたチャネル番号を表示します。

5. 信号名 チャネルに付けられている信号名を表示します。尚、付けられていない場合は、先頭

文字”#”に続きチャネル番号を信号名として表示します。

6. 単位 チャネルに付けられている単位を表示します。尚、付けられていないと、空欄となりま

す。

7. データ個数 演算対象データ個数を表示します。演算対象データ個数は、MARK 制御しない場

合は、収録データ個数に一致します。

8. 開始データ番号 演算対象範囲の開始データ番号を表示します。データ番号は、先頭 0 から振られま

す。

9. 終了データ番号 演算対象範囲の終了データ番号を表示します。

10. 開始位置 開始データ番号を X 軸単位で収録ファイルに記載されている単位が付加され表示し

ます。又、X_OFFSET が 0 で無い場合は、OFFSET 値が加算されています。

11. 終了位置 終了データ番号を X 軸単位で収録ファイルに記載されている単位が付加され表示し

ます。又、X_OFFSET が 0 で無い場合は、OFFSET 値が加算されています。

12. 演算範囲 X 軸上の演算対象幅を意味し X 軸単位終了位置―X 軸単位開始位置に一致し

ます。表示は収録ファイルに記載されている単位が付加され表示します。

13. MARK 番号 収録ファイルの付けられているMARK番号を表示します。尚、MARK番号表示をON

すると、演算は MARK 区間毎に行われます。表示する MARK 番号は、区間の先頭

に付加されているMARK番号です。但し、収録データの先頭から最初のMARK位置

までの区間はMARK番号 0 として表示します。又、MARK番号ONの時は、MARK

区間毎の演算の最後に、収録データ全範囲を演算範囲とした結果を表示します。
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14. MARK メモ MARK番号ONの時に表示可能で、MARK番号表示OFF設定の時はON設定さ

れても無視されます。表示内容はMARK番号に付けられているMARK メモを表示し

ます。但し、MARK番号0の場合は、収録ファイルに付けられている番号ではありませ

んので、先頭から最初の MARK 番号が演算範囲の場合は空欄となり、収録データ

全範囲の結果表示の時は、"OVER ALL”と表示します。

15. 平均値 演算範囲の平均値を表示します。

16. 最大値 演算範囲の最大値を表示します。

17. 最大値データ番号 最大値のデータ番号を表示します。

18. 最大値位置 最大値の位置をX軸単位で、収録ファイルに記載されている単位が付加され表示し

ます。

19. 最小値 演算範囲の最小値を表示します。

20. 最小値データ番号 最小値のデータ番号を表示します。

21. 最小値位置 最小値の位置をX軸単位で、収録ファイルに記載されている単位が付加され表示し

ます。

22. 最大値―最小値 演算範囲の最大値と最小値の差を表示します。

23. 実効値 演算範囲全体の実効値を表示します。

24. 標準偏差値 解析範囲の標準偏差値を表示します。

26. 最大振幅値 演算範囲の波形が平均値を過ぎってから再び同方向で過るまでの最大値と最小値

の差を表示します。尚、最大値及び最小値はそれぞれ、演算範囲の最大値或いは

最小値の 1%に満たない場合は振幅演算の最大値、最小値として抽出しません。

27. 最小二乗法傾斜値 演算範囲のデータを X 軸上で直線近似した時の傾斜値を表示します。

y=ax+b の a 値

28. 最二乗法オフセット値 演算範囲のデータを X 軸上で直線近似した時のオフセット値を表示します。

y=ax+b の b 値

29. 最大周期 平均値を正傾斜で過ぎってから再び正傾斜で過るまでの最大周期を、X軸単位を付

加して表示します。但し、平均値を過ぎっても再び過るまでの最大値が演算範囲全

体の最大値の 1%以上で無いと周期演算から除外しています。

30. 最小周期 平均値を正傾斜で過ぎってから再び正傾斜で過るまでの最小周期を、X軸単位を付

加して表示します。但し、平均値を過ぎっても再び過るまでの最大値が演算範囲全

体の最大値の 1%以上で無いと周期演算から除外しています。

31. 平均周期 平均値を正傾斜で過ぎってから再び正傾斜で過るまでの平均周期を、X軸単位を付

加して表示します。但し、平均値を過ぎっても再び過るまでの最大値が演算範囲全

体の最大値の 1%以上で無いと周期演算から除外しています。

＜メニューボタン名＞ 「収録ファイル統計量表示」

＜script ファイル名＞ 収録ファイル統計量表示.prc

＜備考＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

＜操作方法＞
① 収録ファイル格納先フォルダの選択

フォルダ選択ダイヤログが表示されますので、解析対象とする収録ファイルの格納されているフォルダを選択しま

す。選択されたフォルダに収録ファイルが存在しない場合は、メッセージが表示され、再びフォルダ選択ダイヤロ

グが表示されます。

② 解析対象ファイルの選択

フォルダに格納されている収録ファイルリストが表示されます。統計量を演算するファイルをチェックします。初期

値は、全ての収録ファイルが解析対象となります。
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選択ダイヤログは、フォルダに格納されている収録ファイル個数により複数ページに渡る場合があります。ページ

の切り替えはダイヤログ内の Pagetab をクリックして切り替えます。

③ 表示項目の選択

ファイルの選択を終了すると、演算項目選択ダイヤログが表示されます。演算表示する項目をチェックします。

初期値表示項目は、ファイル名、チャネル番号、単位、演算範囲、平均値、最大値、最小値、実効値、標

準偏差値となります。

表示項目の選択を終了すると、演算が開始され、結果を表示します。

尚、表示された演算結果は自動的にファイルに格納しません。格納する場合は、表示されている結果シート

Window 上の「SHEET SAVE」ボタンをクリックして格納します。
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３． チャネル縫合ファイル生成

＜機能＞
同じフォルダに格納されている複数のファイルを一つに統合したファイルを生成します。

統合するチャネルは、チャネル番号+信号名リストから選択出来ます。また、切り出し開始を MARK 指定する

と、付けられている最初の MARK位置から切り出し統合します。

生成されるファイルのデータ長は、何れも最もデータ数の少ないチャネルに整合されます。

＜メニューボタン名＞ 「収録ファイル縫合」

＜script ファイル名＞ 収録ファイル縫合.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

 選択したファイルが現在表示中の場合、実行出来ません。表示中のファイルを閉じてから再実行下さい。

 指定されたファイル同士が異なったサンプリング周波数の場合、縫合出来ません。

＜操作方法＞
① フォルダを選択します。

フォルダ選択ダイヤログが表示されます。縫合するファイルが格納されているフォルダを選択します。

② ファイルを選択します。

フォルダ内に格納されている収録ファイルリストを表示します。ファイルリストは、ファイル名、サンプリング周波数、

生成年月日、時刻の情報が表示されています。このリスト上から、統合するファイルをチェックします。初期値

は、全てのファイルを選択しない（アンチェック）で設定されています。

格納されているファイル数が多い場合は、複数ページで表示されます。ページを切り替える場合は、リスト左
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上の Tab をクリックします。

ファイルの選択を終了すると、選択されたファイルが同じサンプリング周波数かチェックされ、異なっていると、警

告メッセージが表示されます。

「OK」をクリックすると、再びファイル選択ダイヤログに戻ります。

③ 生成ファイル条件を設定します。

生成条件設定ダイヤログが表示されます。

③-1 縫合結果ファイル名入力します。

入力は当該行の VALUE 欄をクリックすると入力欄となります。キーボードからファイル名を入力します。尚、

拡張子は付けません。

③-2 格納するファイルのコメント欄を記述します。

コメント欄は3行あります。コメントを記述する場合は、それぞれのVALUE欄をクリックすると入力欄となりま

す。キーボードからコメントを入力します。

③-3 MARK 切り出しを選択するかしないを選択します。
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MARK 切り出しとは、統合対象ファイルに MARK が付けられていると、そのファイルは MARK 番号 1 の地点

から読み出され統合することを意味します。選択する場合は、VALUE欄をクリックするとリストボックスが変わ

り、選択出来ます。尚、「する」と選択してもMARKの付いていないファイルは、先頭から読み出されます。初

期値は「しない」（MARK を無視する）が設定されています。

MARK 切り出しは、同じデータ位置に揃えて統合する場合に使用します。MARK 切り出しを「しない」とした

場合はファイルの先頭から統合されますが、MARK 切り出しを「する」とした場合は MARK が存在するファイ

ルは先頭から最初の MARK 位置から切り出されて統合されます。尚、MARK は収録時以外でも、虫めが

ねWindow（X軸拡大）で付けることが出来ます。詳細は、取扱説明書基本操作編の虫めがねWindow項

を参照下さい。

③-4 縫合するチャネルを選択するかしないかを選択します。

チャネルを選択する場合、VALUE 欄をクリックして「する」を選択します。「しない」を選択すると、選択された

ファイルの全てのチャネルが統合されます。

③-5 格納するファイルのデータ形式を選択します。

データ形式は格納するデータの形式を意味し 16bit 整数形式、32bit 浮動小数点形式及び64bit 浮動小

数点から選択出来ます。初期値は 16bit 整数形式です。

③-6 X_OFFSET の一致を条件とするか選択します。

X_OFFSET 値は、データ番号 0 の位置の OFFSET 値を意味し、プレトリガ機能等で収録した場合に 0 以

外の値を持ちます。「する」を選択した場合は、統合するファイルが同じ X_OFFSET で有るか確認され、一

致していないと統合出来ません。初期値は「しない」が選択されています。変更する場合、VALUE 欄をクリ

ックして「する」を選択します。

③-7 X 軸単位の一致を条件とするか選択します。

X軸単位は、サンプリング周波数は同じでも、時間軸サンプルされたファイルと、距離サンプルされたファイルを

統合してしまうことを防止する為の選択です。「する」を選択した場合は、一致しているか確認され、一致し

ていないと統合出来ません。初期値は「しない」が選択されています。変更する場合、VALUE 欄をクリックし

て「する」を選択します。

④ 縫合チャネルを選択します。

第③-4 項で、統合チャネルを選択すると設定すると、チャネル選択ダイヤログが表示されます。選択しないを

設定した場合は表示されません。

表示されるチャネル情報は、選択された全てのファイルから、チャネル番号と信号名を連結して識別子とし、重

複していない情報のみ表示しています。チャネル選択ダイヤログから、統合ファイルに書き込むチャネルをチェッ

クして選択します。初期値は、全てのチャネル表示に設定されています。

尚、チャネル選択リストは、チャネル数が多い場合、複数のページ構成となります。ページを切り替える場合

は、チャネルリスト上端の Pagetab をクリックします。

チャネル情報はチャネル番号が同じでも、信号名が異なっていると、別のものとして取り扱っています。また、信号

名が付けられていないと、先頭文半角”#”に続きチャネル番号を信号名として生成して表示します。

信号名を無視して、収録チャネル番号で統合するファイルを生成する場合は、同じチャネル番号を全てチェック

します。同様に、チャネル番号を無視して、同じ信号名のチャネル統合する場合は、チャネル番号が異なっても

いても同じ信号名をチェックします。
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以上①～④項の操作を終了すると、縫合したファイルを生成します。

ファイル名は、設定したファイル名で生成されますが、設定されたファイルが既に存在している場合が、上書き確認ダ

イヤログが表示されます。上書きしないとした場合は、設定したファイル名に”_cmb”が付加され、存在を確認し、既に

存在している場合は、更に、”_cmb”が付加されて繰り返します。又、設定されたファイル名のファイルが現在使用中

の場合は、メッセージダイヤログを表示後、自動的に”_cmb”を付加して、存在を確認し、既に存在した場合は、同

様操作となります。

<生成されるファイル内容>
書き込みチャネル数 縫合チャネルを選択「しない」とした場合は、選択したファイルに記録されている全ての

チャネルが書き込まれます。例えば、A ファイルが 12ch、B ファイルが 21ch の場合は

33chとなります。「する」とした場合は、選択したファイルから、チャネル番号+信号名が

一致した全てのチャネルが書き込まれます。

チャネル番号と信号名 生成されるファイルのチャネル番号は、新たに ch1 から統合するチャネル数分自動的

に振られ、当該チャネルが統合前のどのファイルの何チャネルのデータであるかは、当

該チャネルの信号名で識別出来る様に、元の信号名は元のファイル名、チャネル番

号、信号名が半角"_"で連結されて生成されます。尚、単位は元々付けられている

単位がそのまま付けられます。

X 軸単位 X 軸単位（ヘッダーファイルの HORZ_UNITS 行）は、X 軸属性一致を「しない」とした

場合は、最初に縫合されるファイルに記述されたX軸単位となります。「する」とした場

合は、元のファイルに記述されている単位となります。尚、何れも、サンプリングは周波

数（RATE 行）として生成します。

X_OFFSET 値 X_OFFSET 値一致を「しない」とした場合、X_OFFSET 値は自動的に 0 となります。

また、X_OFFSET 値一致を「する」とした場合で、MARK 切り出しを「しない」場合の

み、元のファイルに記述された X_OFFSET 値となります。

収録開始年月日/時分秒 収録ファイル縫合を実行した収録年月日及び時分秒となります。

データ長 統合するチャネルの内、最も短いデータ長に整合されます。

コメント 設定されている内容に置き換わります。

MARK 元のファイルに MARK が付けられていても、生成するファイルに MARK は付きません。
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４． 収録ファイル・テキスト変換ファイル生成

＜機能＞
フォルダを選択し、フォルダ内に格納されている波形ファイル(.hdr/.dat)をファイル毎にテキスト変換したファイル

を生成するScriptです。生成されるファイルは、項目半角カンマ”,”区切りで拡張子は”．csv”となります。又、

格納先は、同じフォルダに格納されます。尚、選択したファイルをテキスト変換することも出来ます。

＜メニューボタン名＞ 「収録ファイル一括テキスト変換」

＜Script ファイル名＞ 収録ファイル一括テキスト変換.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

 収録ファイル list を表示するフォルダに含まれている収録ファイルを、すでに PcWaveForm上で表示している場

合は、実行出来ません。現在表示しているファイル以外のフォルダを指定するか、表示されているファイルを閉

じてから行って下さい。

 実行メニュー上の実行環境設定の、「Result Sheet File Append Write」項目は、アンチェックしておく必要が

あります。アンチェックされていないと、同じファイル名の場合、変換されたデータは、元のファイルに追記されま

す。

 テキスト変換は指数形式有効桁 6 桁で行います。

 テキスト変換可能な収録チャネル数は、最大 128ch までとなります。

＜操作方法＞
① フォルダの選択

テキスト変換するファイルが格納されているフォルダを選択します。

② ファイルの選択

フォルダに格納されているファイルからテキスト変換するファイルを選択します。

ファイルリストから、テキスト変換するファイルをチェックして選択します。初期値は、全てのファイルが変換対象に

設定されています。

尚、ファイルリストは、ファイル数が多い場合、複数のページ構成となります。ページを切り替える場合は、チャネ

ルリスト上端の Pagetab をクリックします。

ファイル選択を終了すると、選択されたファイルがOPEN可能か否かチェックされ、表示中の場合は、メッセージ

が表示され変換実行されませんので、閉じてから再実行して下さい。全て OPEN 可能な場合、収録ファイル
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(.hdr/.dat)毎にテキスト変換されファイルを生成します。変換実行中は、現在変換しているファイル名をプログ

レスバーダイヤログで表示します。

上記例は、変換対象ファイル数 9個の内の 2 個目のファイル名”aaa”を変換中であることを示しています。

全てのテキスト変換ファイルを生成終了すると、変換したファイルリストが表示されます。

1 列目 変換元ファイル名 変換した元ファイル名

2 列目 収録 ch 数 当該ファイルに記録されていたチャネル数

3 列目 サンプリング周波数 当該ファイルのサンプリング周波数

* 周期で設定されていても周波数で表示します。

4 列目 収録データ個数 当該ファイルのチャネル当たりのデータ個数

5 列目 収録開始年月日 当該ファイルのヘッダーに記録されていた収録開始年月日

6 列目 収録開始時分秒 当該ファイルのヘッダーに記録されていた収録開始時分秒

尚、2 ページ目は、意味を持ちません。

＜生成されるファイル内容＞
ファイルは、項目区切り文字半角カンマ”,”のテキスト形式で、ファイル名は元のファイル名のまま拡張子が csv

となります。テキスト変換され格納されたファイルは Excel 等で読み出すことが出来ます。

1 行目～3 行目までは、意味を持ちません。

4 行目 変換属性項目名行です。

5 行目 変換属性項目名に対応した値です。

6 行目 意味を持ちません。

7 行目 項目名行です。

1 列目 0 から昇順に振られる index（データ番号）です。

2 列目 記録されていた X 軸単位です。

3 列目以降 チャネル番号と信号名及び括弧内は単位です。

信号名が付けられていない場合は、チャネル番号のみとなります。また、単位が付け

られていない場合は単位を表示しません。

8 行目以降 項目名に対応したデータを有効桁 6 桁指数形式で表示します。
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上図はExcel で読み出し表示した例を示します。尚、実際に書き込まれている内容は、項目区切り半角カン

マ”,”で 7 行目以降は、書き込まれていない列分の項目区切り文字半角カンマ”,”が付加されています。

＜Script の編集＞
1. Script 編集の事前操作

リボンメニュー＜Option＞＜ScriptEdtor＞をクリックして ScriptEditorWindow を表示します。

ScriptEdiitorWindow のリボンメニュー＜File＞＜Open＞をクリックして、解析チャネルテキスト表示.prc を選

択します。選択されると、編集エリアに記述されている Script が表示されます。

2. Script 文の修正

① データ列の文字列への変換形式を変更する場合

表示されている Script の 8 行目、下図赤線アンダーライン行が変換形式を宣言している行です。

F0 は、データ番号変換形式を固定小数点形式小数点以下切り捨てで指定しています。

129(E6)は、X 軸値及びチャネルデータの変換形式を有効桁 6 桁指数形式で指定しています。有効桁を変

更する場合、例えば、指数形式のまま有効桁を 7桁にする場合は、129(E7)と記述します。又、固定小数点

形式で小数点以下を 4 桁で指定する場合は、129(F4)と記述します。129 は指定した形式を繰り返す参照

する数を意味しています。例えば、X 軸値のみ固定小数点で小数点以下 4 桁として指定する場合は、

format F0,F4,128(E6) 2 として新たに項目を挿入します。

② 最大テキスト変換チャネル数を増やす場合

3 箇所の修正が必要です。表示されている Script の 7 行目が書き込み項目指定、8 行目が対応した変換

形式指定で、93 行目が書き込みチャネル数制限です。
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例えば、書き込みチャネル数を現行の 128 チャネルから 256 チャネルに増やしたい場合は、7 行目の書き込み

項目指定行を column $129,$3,$[400,256] と修正し、8行目の変換形式指定行を format F0,257(E6) 2

と修正し、更に、93 行目の書き込みチャネル制限行を $4 = 256 と修正します。

③ 実行ボタンラベルを変更する場合

表示されている 1 行目、下図赤線アンダーライン行が実行メニューのボタンラベルを宣言しています。

ダブルコーテーションで囲まれた文字列がボタンラベルを意味しています。変更する場合は、ダブルコーテーショ

ンで囲まれた文字列を修正します。

3. 編集後の操作

① 正しく修正されたか否かを検査します。

ScriptEditorWindow（現在表示されている Window）のリボンメニュー＜Ｅｄｉｔ＞＜Syntax(S)＞を選択します。

選択されると、Script の演算式記述行を除く行の文法が検査され、検査結果ダイヤログが表示されます。

エラーが無い場合は、上記ダイヤログが表示されます。また、上記以外のメッセージが表示された場合は、修

正した箇所に文法の間違いがありますので、再修正して、同じ操作を繰り返します。

* 演算式記述行は文法検査を行いません。演算式の文法検査は、Script 実行時に行われます。

② 修正済ファイルを格納します。

修正前と同じファイル名で格納する場合は、リボンメニュー＜File＞＜Save＞を選択します。選択されると上

書き格納されます。又、別のファイル名前で格納する場合は、＜Ｆｉｌｅ＞＜Save As(S)＞を選択します。選択

されるとファイル格納ダイヤログが表示されますのでファイル名を付けて格納します。尚、別のファイル名で格納

した場合は、改めて Script 実行メニューボタンに再登録する必要があります。
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５． 解析指定範囲 テキスト表示

＜機能＞
表示波形の指定した解析範囲をテキスト表示するＳｃｒｉｐｔです。

解析範囲の全てのデータをテキスト表示するか、MARK が付けられているデータのみ表示するか選択出来ま

す。また、何れも、表示するチャネルを選択出来ます。

上記画面は、テキスト表示 script 実行後、Window 機能により縦複数 Window 表示したものです。

＜表示内容＞
1 列目 MARK データ先頭からマーク番号とマークメモ

2 列目 データ番号 データ番号

3 列目 絶対時刻 データ先頭からの経過時刻（Offset 考慮済） 指数形式表示

4 列目 相対時刻 解析範囲先頭からの経過時刻（Offset 考慮済） 指数形式表示

5 列目以降 データ 表示指定したチャネル 固定小数点形式下 4 桁表示

＜メニューボタン名＞ 「データテキスト表示」

＜Script ファイル名＞ 解析チャネルテキスト表示.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

 本Script は波形表示Window(MainWindow)がカレント Window で解析範囲が指定され、当該Window より

実行ボタンがクリックされた時に実行出来ます。複数Windowを表示して居る場合、一旦、波形表示Window

内をクリックしてカレント Window に切り替えてから実行ボタンをクリックして下さい。

 解析範囲を移動してもテキスト表示 Window は連動しませんので、移動後の解析範囲をテキスト表示したい

場合は、改めて波形表示Window から実行ボタンをクリックして下さい。クリックされると、現在の解析範囲のテ

キスト表示に切り替わります。

 テキスト表示されている内容は、自動的に格納されません。ファイル格納する場合は、テキスト表示 Window

上の「SHEET_SAVE」ボタンをクリックして、格納して下さい。
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 表示するデータが多いと、結果シートに表示するまで時間が掛る場合があります。

多量のデータをテキスト表示する場合は、波形表示 Window のリボンメニュー＜Set＞＜Cut down Save>機

能により、テキストに変換したファイルを生成し、Excel 等のプログラムで表示して下さい。

＜操作方法＞
① 表示範囲の選択

表示範囲の設定を選択します。

指定した解析範囲の全てのデータをテキスト表示する場合は 「いいえ」 を、指定した解析範囲に含まれる

MARK 付きデータのみ表示する場合は 「はい」 をクリックします。

② 表示チャネルの選択

表示対象ファイルの全てのチャネルから表示するチャネルを選択します。

表示チャネル選択リストから、テキスト表示するチャネルをチェックして選択します。初期値は、全てのチャネル

表示に設定されています。

尚、チャネル選択リストは、チャネル数が多い場合、複数のページ構成となります。ページを切り替える場合は、

チャネルリスト上端の Pagetab をクリックします。

以上①～③の操作を終了すると、テキスト表示 Window が表示されます。

上記表示例は、解析指定範囲に付けられている MARK 付きデータのみ表示しています。
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MARK は収録時以外でも、虫めがね Window（X 軸拡大）で付けることが出来ます。詳細は、取扱説明書基

本操作編の虫めがね Window 項を参照下さい。

<Script の編集>
1. Script 編集の事前操作

リボンメニュー＜Option＞＜ScriptEdtor＞をクリックして ScriptEditorWindow を表示します。

ScriptEdiitorWindow のリボンメニュー＜File＞＜Open＞をクリックして、解析チャネルテキスト表示.prc を選

択します。選択されると、編集エリアに記述されている Script が表示されます。

2. Script 文の編集

① データ列の表示形式を変更する場合

表示されている Script の 161 行目、下図赤線アンダーライン行が数値から文字列に形式を指定して文字列

変換している行です。

assign &($9) = $22(F4) の右辺（）内が指定している形式です。F4 は固定小数点下 4 桁変換を意味してい

ます。固定小数点形式のまま、小数点以下桁数を変更する場合は、F に続き桁数を記述します。また、指

数形式で表示する場合は、”F”の代わりに表示形式を”E”として有効数字桁数を指定します。例えば、有

効桁を 6 桁としたい場合は、assign &($9) = $22(E6)と記述します。

② 時刻列の表示形式を変更する場合

表示されている Script の 11 行目、下図赤線アンダーライン行が書き込み形式を指定しています。

format A,F0,E5,E5,128(A) 2 の最初の E5 が絶対時刻列、次の E5 が相対時刻列の形式を指定しています。

E5 は、有効桁 5桁での指数形式を意味します。指数形式のまま有効桁数を 6桁に変更する場合は、E6 と

記述します。又、固定小数点形式に変更する場合は、”E”の代わりに”F”と記述し、小数点以下桁数を指

定します。例えば、小数点以下 3桁の場合は F3 と記述します。

③ 実行ボタンラベルを変更する場合

表示されている 5 行目、下図赤線アンダーライン行が実行メニューのボタンラベルを宣言しています。

ダブルコーテーションで囲まれた文字列がボタンラベルを意味しています。変更する場合は、ダブルコーテーショ

ンで囲まれた文字列を修正します。

3. 編集後の操作

① 正しく修正されたか否かを検査します。

ScriptEditorWindow（現在表示されている Window）のリボンメニュー＜Ｅｄｉｔ＞＜Syntax(S)＞を選択します。

選択されると、Script の演算式記述行を除く行の文法が検査され、検査結果ダイヤログが表示されます。
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エラーが無い場合は、上記ダイヤログが表示されます。また、上記以外のメッセージが表示された場合は、修

正した箇所に文法の間違いがありますので、再修正して、同じ操作を繰り返します。

※ 演算式記述行は文法検査を行いません。演算式の文法検査は、Script 実行時に行われます。

② 修正済ファイルを格納します。

修正前と同じファイル名で格納する場合は、リボンメニュー＜File＞＜Save＞を選択します。選択されると上

書き格納されます。又、別のファイル名前で格納する場合は、＜Ｆｉｌｅ＞＜Save As(S)＞を選択します。選択

されるとファイル格納ダイヤログが表示されますのでファイル名を付けて格納します。尚、別のファイル名で格納

した場合は、改めて Script 実行メニューボタンに再登録する必要があります。
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６． 解析指定範囲 ファイル生成

＜機能＞
表示波形の指定した解析範囲から選択されたチャネルをファイル生成するＳｃｒｉｐｔです。

解析範囲に存在する MARK 情報は、生成するファイルにも同位置に生成します。また、X 軸単位が秒の場

合、収録年月日及び時刻は、収録ファイルに記載されていた内容から格納する先頭時刻を演算して更新し、

秒で割り切れない場合は、X_OFFSET 値として生成します。

上記画面は、ファイル生成実行後、生成されたファイルと Window 機能により横複数Window 表示したもので

す。上段は生成されたファイル、下段は元ファイルです。

＜メニューボタン名＞ 「選択チャネル・ファイル生成」

＜Script ファイル名＞ 収録ファイル解析範囲格納.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.00以降、PcWaveformFANA Ver5.30以降、PcWaveFormWBV+2.10以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

 本Script は波形表示Window(MainWindow)がカレント Window で解析範囲が指定され、当該Window より

実行ボタンがクリックされた時に実行出来ます。複数Windowを表示している場合、一旦、波形表示Window

内をクリックしてカレント Window に切り替えてから実行ボタンをクリックして下さい。

 生成されるチャネル構成は、元ファイルに記録されているチャネル数と同じですが、チャネル番号は、新たに ch1

から順次生成されます。但し、信号名及び単位はチャネル番号が変わっても維持されています。尚、元ファイ

ルに信号名が付けられて居ない場合は、元ファイルの先頭文字”#”に続きチャネル番号を付加して信号名と

しています。

 実行メニューの実行環境設定（メニューの下部にあります）の”Wave file Auto Open”がチェックされていると、

Script が実行される都度、生成されたファイルを自動的に表示します。煩わしい場合は、アンチェックして下さ

い。

 生成されるファイル名と同じファイル名が格納先フォルダに存在していると上書きされます。
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７． 収録ファイル度数分布表作成

＜機能＞
フォルダを選択して、格納されている波形ファイル（.hdr/.dat）を、波形ファイル毎に度数分布表ファイル（.csv）

を生成格納します。度数分布表ファイルには、度数分布以外に、平均値、標準偏差値、最大値及び最小

値もチャネル毎に記録します。尚、Script 実行結果は、直接 PcWaveForm では表示出来ません。Excel 等

で読み出し、表示します。

上図は、Excel で読み出し表示した例です。

＜メニューボタン名＞ 「度数分布表作成」

＜Script ファイル名＞ 収録ファイル一括度数分布表作成.prc

＜注意事項＞
 本Script は、PcWaveForm Ver7.01以降、PcWaveformFANA Ver5.31以降、PcWaveFormWBV+2.11以

降に内蔵する Script 機能上で動作します。それ以前の Script 機能では実行できません。

＜操作方法＞
① フォルダの選択

フォルダ選択ダイヤログが表示されます。

度数分布表を作成する収録ファイルが格納されているフォルダを選択します。

② ファイルの選択

選択されたフォルダに格納されている収録ファイルリストダイヤログが表示されます。

度数分布を作成するファイルをチェックして選択します。 初期値は、全てのファイルが選択されています。

ファイルが選択されると、ファイル毎に、度数分布演算結果ファイルを生成します。

＜生成されるファイル内容＞
解析対象ファイル毎に、項目区切り文字半角カンマ”,”のテキスト形式で演算対象ファイル名の拡張子がcsv
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に変更されたファイルが生成されます。

1 行 1 列目 度数分布表 ファイル識別のキーワード

2 行目 ファイル内容のヘッダー行で、1 列目から”ファイル名”、”データ個数”、”サンプル周波

数”、”収録年月日”、”時刻”と 5 列目まで記載されます。

3 行 1 列目 解析対象ファイル名を書き込みます、拡張子は付きません。

3 行 2 列目 解析対象ファイルの収録データ個数を書き込みます

3 行 3 列目 解析対象ファイルのサンプリング周波数を書き込みます

3 行 4 列目 解析対象ファイルの収録開始年月日を書き込みます

3 行 5 列目 解析対象ファイルの収録開始時刻を書き込みます

4 行 1 列目 チャネル番号行であることを示す”チャネル番号”と記載されます

4 行 2 列目 収録チャネル番号が“CH”に続きチャネル番号を書き込みます

尚、解析対象チャネル 1ch 当たり 3 列を使用しますので、次のチャネル番号は 5 列

目に記述されます。n チャネル目は、(n-1)×3+2 列目となります。

5 行 1 列目 信号名単位行であることを示す”信号名/単位”が記述されます

5 行 2 列目 収録チャネルに付けられている信号名を書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+2 列目となります

5 行 3 列目 収録チャネルに付けられている単位を書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

6 行 2 列目 右に隣接するセルが平均値であることを示す”平均値”が記述されます。

n チャネル目は(n-1)×3+2 列目となります

6 行 3 列目 当該チャネルの平均値を書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

7 行 2 列目 右に隣接するセルが標準偏差値であることを示す”標準偏差”が記述されます

n チャネル目は(n-1)×3+2 列目となります

7 行 3 列目 当該チャネルの標準偏差値を書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

8 行 2 列目 右に隣接するセルが最大値であることを示す”最大値”が記述されます

8 行 3 列目 当該チャネルの最大値を記述します

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

9 行 2 列目 右に隣接するセルが最小値であることを示す”最小値”が記述されます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

9 行 3 列目 当該チャネルの最小値を書き込みます

10 行 2 列目 右に隣接するセルがセルサイズであることを示す”セルサイズ”が記述されます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

10 行 3 列目 当該チャネルのセルサイズを書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

11 行目 度数分布データのヘッダー行で、1 列目、”セル番号"に続き、収録チャネル毎に 3 列

で”セル中央値”、”比率(%)”、”度数”が記述されます。

12 行 1 列目 セル番号を降順にセル個数分の行に書き込みます

12 行 2 列目 セル番号に対応したセル中央値をセル個数分の行に書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+2 列目となります

12 行 3 列目 セル番号に対応した度数の比率をセル個数分の行に書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+3 列目となります

12 行 4 列目 セル番号に対応した計数値をセル個数分の行に書き込みます

n チャネル目は(n-1)×3+4 列目となります

＜セル個数とセルサイズ＞
セル個数は、±25（セル個数 50）固定です。

セルサイズは、解析対象チャネル毎に絶対値最大がセル個数 25 に入る 1,2,5 ステップでの値を自動生成して

います。
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